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税 務 相 談
会社、商店等の経営、経理問題
や、税務の問題について、専門の
税理士が相談に応じます。お気軽
にどうぞ。相談日…毎週金曜日/
午後1時~4時。区役所( 1階)
区民相談室。〈無料〉

教
育
委
員
会
事
務
局
が
移
転

6
月
2
6
日
(
月
)
和
光
ビ
ル
内
へ

現
在
、区
役
所
本
庁
舎
(
五
階
)
で

事
務
を
と
っ
て
い
る
、区
教
育
委
員
会

事
務
局
が
、六
月
二
十
六
日
(
月
)
か

ら
、区
役
所
の
す
ぐ
近
く
(
千
寿
小
学

校
前
)
に
新
築
さ
れ
た
「和
光
ビ
ル
」内

に
、移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

こ
の
新
し
い
事
務
所
は
、区
役
所
本

庁
舎
の
分
室
と
し
て
使
用
さ
れ
、七
の

所
在
地
は
、次
の
と
お
り
で
す
。　

足
立
区
千
佳
伸
町
五
八
番
地

「
和
光
ビ
ル
」
内

八
ハ
ニ
ー
一
一
一
一

竜
話
番
号
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
で

変
わ
り
ま
せ
ん
。
区
役
所
本
庁
舎
と
内

線
で
結
ば
れ
ま
す
。

分
室
の
事
務
所
は
、
同
ビ
ル
の
}
階

と
二
階
に
股
け
ら
れ
、
こ
こ
に
入
る
散

冐
委
貝
会
事
務
局
の
各
課
は
次
の
と
お

り
で
す
。

一
階
・
・
・
社
会
散
育
課
/
体
育
課

二
階
・
・
・
庶
務
課
/
学
務
課
/
指
導
富
/

教
育
委
員
会
寔
/
教
育
長

室

人
口
の
増
加
に
伴
い
、
区
の
事
務
t

は
年
々
大
き
く
ふ
く
れ
あ
か
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
事
務
処
理
を
効
率
的
に
処

理
す
る
た
め
事
務
の
機
械
化
を
大
々
的

に
行
な
う
必
要
か
あ
り
ま
す
。
　

し
か
し
、
区
庁
舎
を
増
築
す
る
余
地

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
回
の
事
務
所

移
転
と
な
り
ま
し
た
。
ご
不
便
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

区
役
所
に
…
…
…
…

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室

…
…
…
…
…
…
設
置

区
で
は
、み
な
さ
ん
に
発
送
す
る
各
穏

通
知
一
な
ど
を
正
確
で
早
く
作
成
」

て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
二

年
間
に
わ
た
っ
て
準
備
を
進
め
て
き
憲

し
た
。
氏
名
照
会
な
ど
で
区
民
の
み
な

さ
ん
に
も
大
変
ご
協
力
を
い
た
だ
き
寔

し
た
お
か
げ
で
、
移
行
作
業
も
順
調
に

軌
道
に
の
り
、
本
年
中
に
本
庁
舎
六
陂

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
設
置
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た

。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
は
、
廊
下
の
都
分

弋
透
明
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
、
来
庁
肴

の
方
や
、
小
・
中
学
生
な
ど
の
見
学
者

に
い
つ
で
も
。
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
さ
れ

る
仕
事
の
お
も
な
も
の
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

選
挙
入
場
券
・
敬
老
金
支
給
通
知
・

就
学
通
知
者
・
老
人
健
康
診
査
通
知
者

・
各
種
統
計
・
区
民
へ
の
ア
ン
ヶ
I
ト

・
納
税
通
知
一
・
国
民
健
康
保
険
関
係

通
知
一
・
年
金
関
係
通
知
書
な
ど
で
、

今
後
、
順
を
追
っ
て
、
処
理
藁
務
の
拡

張
を
図
っ
て
行
く
計
画
で
す
。

区教育委員会( 和光ビル) 案内図

区
内
河
川
の
護
岸
調
査

護
岸
は
だ
い
じ
よ
う
ぶ
か

足
立
区
は
、四
方
を
隅
田
川
・
中
川

・
綾
瀬
川
・
芝
川
な
ど
の
河
川
に
囲
ま

れ
、か
つ
荒
川
に
よ
っ
て
甫
北
に
分
断

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
台
風
な
ど

に
よ
っ
て
、水
の
被
害
が
た
ぴ
た
ぴ
あ

り
ま
し
た
。こ
こ
数
年
は
護
岸
が
整
備

さ
れ
て
き
た
た
め
、水
の
被
客
は
少
な

く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、区
内
で
も
地

鬘
沈
下
が
進
行
し
、相
対
的
に
河
川
の

水
位
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
だ

け
に
、な
お
い
っ
そ
う
護
岸
の
補
強
、

改
修
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。　

台
風
の
シ
L
ズ
ン
を
ひ
か
え
、区
と

区
議
会
・
建
設
省
・
都
建
設
周
・
区
内

警
察
署
・
消
防
暑
が
協
力
し
、今
月
(

日
に
区
内
河
川
i

瀬
川
・
花
畑
運
河

を
重
点
的
に
)
の
護
岸
を
調
査
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
次
の
箇
所
が
要
注
意
箇
所

と
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

毅
瀬
川
・
・
・
花
畑
町
五
五
四
四
?
五
三

五
三
番
地
先
の
護
岸
(
約
一
4
㍍
)

伊
藤
谷
橋
・
五
兵
衛
橋
・
綾
瀬
新
橋
・

蟇
平
構
、
各
橋
の
橋
面
高
不
足
並
ぴ
に

構
梁
両
側

花
畑
運
河
・
・
・
花
畑
町
(
月
見
橋
)
～

六
木
町
(
花
見
僑
)
の
霞
岸
(
約
一
・

四
冫
封
)

区
で
は
、
花
畑
運
河
に
つ
い
て
、
こ

と
し
の
十
月

か
、十
一
月

頃
に
護
岸
の

改
修
工
事
を

行
な
う
予
定

で
す
。綾
瀬

川
に
つ
い
て

も
、河
川
管

理
者
(
建
設

省
・
都
建
設

局
)
に
対
し

早
急
に
改
修

お
よ
ぴ
補
強

を
行
な
う
よ

う
強
く
要
望

し
ま
す
。

綾瀬川をいく調査団

体
育
指
導
委
員

青
少
年
委
員

の
活
用
を

区
教
育
委
貝
会
で
は
、
あ
ら
た
に

四
十
名
の
体
育
指
導
委
員
と
、
五
十

九
名
の
青
少
年
委
員
を
任
命
し
ま
し

た
。
委
員
は
、
非
常
動
公
務
員
と
し

て
体
育
指
導
、青
少

年
教
育
行
政
の
方
針

に
協
力
す
る
も
の
で

す
。体
青
指
導
委
員

の
主
な
役
割
は
、区

内
各
地
に
ヌ
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
ェ
ー

ジ
'
ン
を
普
及
さ
せ
、
各
租
ス
ポ
ー

ツ
行
事
(
登
山
、
水
泳
、
野
球
な
ど

そ
の
ほ
か
)
の
指
導
お
よ
ひ
助
言
を

す
る
こ
と
で
す
。
な
お
、
体
育
指
導

委
員
協
議
会
で
は
、
巡
回
体
力
テ
ス

ト
の
実
施
や
、
公
露
テ
ス
ト
員
の
養

成
な
ど
も
行
な
い
ま
す
。

青
少
年
委
員
は
、
教
育
委
員
会
や

地
域
の
青
少
年
育
成
関
係
団
体
(
青

少
年
対
策
地
区
委
員
会
、
町
会
、
子
ど

も
会
、
青
年
団
体
等
)
と
連
絡
を
と

り
な
が
ら
、
青
少
年
の
余
暇
指
導
を

す
る
と
と
も
に
、
青
少
年
委
貝
会
で

は
、
青
少
年
団
体
の
組
織
化
と
団
体

育
成
に
進
ん
で
協
力
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
体
育
指
導

委
員
や
青
少
年
委
員

の
指
導
を
ご
希
望
の

団
体
は
、
区
教
育
委

員
会
の
次
の
担
当
課

へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

体
育
指
導
委
員
は

体
育
課
に

青
少
年
饗
員
は

社
会
教
育
課
に

西
新
井
税
務
署
が
誕
生
し
ま
す

―
七
月
一
日
か
ら
―

溽
近
の
足
立
区
の
λ
口
・
世
州
黜
一

企
業
数
な
ど
の
増
加
は
め
ざ
ま
し
い
叭

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
足
立
釉

楞
署
で
扱
う
事
務
一
は
ま
す
ま
す
ぼ
ろ

大
な
も
の
と
な
り
、
な
に
か
と
区
民
丹

み
な
さ
ん
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
ぴ
、
足
裏
作

諤
署
の
管
轄
区
域
を
ほ
ぼ
東
西
に
介

け
、
西
の
地
域
を
曽
轄
す
る
税
務
署
み

し
て
、
新
た
に
西
新
井
税
務
署
か
七
日

一
日
か
ら
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
に

た
。な

お
、
西
新
井
税
務
署
は
、
当
分
心

閲
、
足
立
税
務
署
の
庁
舎
内
[
一
階
・

二
階
Q
一
咎
こ
覧
い
n
ま
す
。
沍
胼

并
税
務
署
の
新
庁
舎
は
。
四
十
(
年
二

月
上
旬
ご
ろ
ま
で
に
、
足
立
区
栗
原
町

七
七
〇
土

に
落
成
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

西
新
井
税
務
署
の

管
轄
区
域

栗
原
町
栗
原
一
?
二
丁
目
西
新
井

町
酉
新
井
一
?
七
丁
目
西
斯
井
本

町
一
～
五
丁
目
本
木
町
一
?
五
丁
目

本
木
一
!
〒
目
本
木
東
町
本
木

西
町
本
木
南
町
本
木
北
町
興
野

町
興
野
一
ヱ
〒
目
北
宮
城
町

宮
城
一
!
〒
目
下
沼
田
町
上
沼

日
l
l
i
ぼ
多
t
K
l
i
右
K

一
£
一
丁
目
北
鹿
浜
町

鹿
浜
7

五
丁
目

加
賀
皿
沼
町

舎
人
町

会

人
一
~
五
丁
目

入
谷
町
古
千

谷
町
古
千
谷

一
?
五
丁
目

梅
田
町
梅
田
　

】
?
(
丁
目

伊
具
町
谷
下

伊
興
町
五
庵

伊
興
町
狭
間

伊
興
町
白
幡

伊
具
町
前
沼

伊
具
町
見
通

尹
矚
町
大
宛

伊
具
町
諏
訪
木
伊
興
町
本
町
北
堀

之
内
町
堀
之
内
一
£
一
丁
目
新
田

一
~
三
丁
目
小
台
一
?
二
丁
目
梅

鳥
一
ヱ
二
丁
目
鳥
根
一
~
四
丁
目

東
伊
具
町
西
伊
具
町
椿
一
~
二
丁

目
江
北
一
?
四
・
六
?
七
丁
目
関

冢
一
1
一価
目

足
立
税
務
署

西新井税務署管轄区域

投票日は7 月14 日
―足立区農業委員会委員選挙―

今
回
の
農
業
委
癩

会
委
員
選
挙
は
ご
一

年
ご
と
に
行
な
わ
韵

る
任
期
満
了
に
よ
`

一
般
選
挙
で
す
。

選
挙
期
日
は
全
圀

的
に
統
一
し
て
執
宍

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

選
挙
の
対
象
と
な
`

方
は
現
に
農
地
の
`

作
に
従
事
し
て
ぃ
y

本
年
一
月
一
日
現
″

調
製
の
農
業
委
員
二一

委
員
選
挙
人
名
簿
に

亅
I

『『
■一
■
■

■

。一

。I
i
i

登

載

さ

れ

て

い

る

方

に

限

ら

れ

ま

す

。

そ

こ

で

今

回

行

な

わ

れ

る

選

挙

の

賢

格

等

に

つ

い

て

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

◇

選

挙

権

・

被

選

挙

権

農

業

委

員

会

の

区

城

内

に

住

所

を

有

し

年

齢

膺

二

十

歳

以

上

の

人

で

①

十

ア

ー

ル

以

上

の

農

地

に

つ

き

耕

作

の

業

務

を

営

む

人

②

前

記

の

同

居

の

親

族

ま

た

は

そ

の

配

偶

者

で

耕

作

に

従

事

す

る

日

数

が

年

間

お

お

む

ね

六

十

日

以

上

の

人

⑤

十

ア

ー

ル

以

上

の

農

珀

に

つ

き

耕

作

業

務

を

営

ひ

農

業

生

産

法

人
の
組
合
員
ま
た
は
社
貝
で
耕
作
に
従

事
す
る
日
数
か
年
間
お
お
ひ
ね
六
十
日

以
上
の
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
投
票
日
　
七
月
十
四
日
(
金
)
午
前

七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

◇
投
票
所

区
内
に
九
か
所
設
置
し
ま
す
。

禰
日
扣
挧
所
λ
胡
I
璢
劵
を
羈
送
L

ま
す
か
ら
投
票
の
際
は
整
理
券
に
指
定

さ
れ
た
投
票
所
へ
直
接
本
人
が
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は
区

選
挙
管
理
委
員
会
(
区
役
所
内
)
へ
ど

う
ぞ
。

住
み
よ
い
街
は
私
た
ち
の
手
で

―
―
用
途
地
域
の
説
明
会
日
程
―
―

区
で
は
、住
み
よ
い
街
づ
く
り
を

め
ざ
す
た
め
、
「東
京
都
足
立
区
地

域
地
区
改
定
に
関
す
る
審
議
会
」を

設
け
、都
へ
要
望
す
る
新
し
い
用
途

地
域
の
検
討
を
始
め
よ
う
と
、準
備

を
す
す
め
て
い
ま
す

。
こ
の
用
途
地

域
に
つ
い
て
、
地
元
説
明
会
を
行
な

い
ま
す
の
で
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

地
元
説
明
会
日
程

▽
六
月
二
十
三
日
(
金
)
中
部
区
　

民
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
二
十
六
日
(
月
)
第
十
九
出
張
　

听

▽
二
十
七
日
(
火
)
区
役
所
七
階
　

大
会
鑽
室

▽
二
十
(
日
(
水
)
酉
部
区
民
福
　

祉
セ
ン
タ
ー

▽
二
十
九
日
(
木
)
東
栗
原
出
張
　

所
▽
三
十
日
(
金
)
第
十
五
出
張
所
　

時
聞
は
、
い
ず
れ
も
午
後
六
時
か

ら
午
後
八
時
ま
で
で
す
。

※
通
動
、交
通
の
便
ま
た
は
、都
合

に
よ
り
、い
ず
れ
の
会
場
へ
こ
ら
　

れ
て
も
結
構
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
建
築
課
庶

防
系
へ
ど
う
ぞ
。

図書館・区民福祉センターだより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

東
綾
瀬
一
丁
目
五
丿
一
　

六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
七
夕
ま
つ
リ
　
七
月
九
日
(
日
)
午
前
十
時
三
十
分
・
午
後
一
時

三
十
分
マ
ン
ガ
映
画
「
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
」
ほ
か

■
こ
ど
も
映
画
会
　
七
月
三
十
日
(
日
)
午
前
十
時
三
十
分
・
午
後

一
時
三
十
分
・・・
海
底
少
年
マ
リ
ン
ー
カ
ヌ
ー
と
少
年

■
ス
ラ
イ
ド
と
お
話
　
七
月
(
日
(
土
)
・
・
・
七
人
の
百
姓
兄
弟
二

十
九
日
(
土
)
・
・
・
お
牛
と
お
く
り
も
の
い
ず
れ
も
午
後
三
時
か
ら

■
ゲ
ー
ム
の
つ
ど
い
　
七
月
二
十
三
日
(
日
)
午
後
三
時
・
・
・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ゲ
ー
ム

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
ター

関
原
こ
丁
目
一
〇
-
一
〇
　

八
八
九
一
一
四
八
四

■
玉
子
モ
ザ
イ
ク
ー
ブ
ロ
ー
チ
作
り
　
六
日
二
十
四
日
(
土
)
午
後

一
時
三
十
分

■
紙
芝
居
　
六
月
二
十
五
日
(
日
)
午
前
十
時

■
老
人
映
画
会
　
六
月
二
十
二
日
(
木
)
午
後
一
時
・
:
東
京
の
空
の

下
ほ
か

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

鹿
浜
二
丁
目
二
四
-
二
　

八
九
七
-
五
〇
一
六

一
人
形
劇
(
人
形
劇
団
)
六
月
二
十
五
日
(
日
)
午
後
二
時
・
・
・
チ

ビ
ク
ロ
サ
ン
ボ

大
ホ
ー
ル

■
置
物
・
ぶ
ん
ち
ん
作
り
　
六
月
二
十
四
日
(
土
)
・
二
十
五
日
(
日
)

午
後
二
時

白
色
セ
メ
ン
ト
で
自
分
の
好
き
な
形
を
つ
く
ろ
う

■
ス
ラ
イ
ド
　
六
月
二
十
五
日
(
日
)
午
前
十
時…
赤
い
ろ
う
そ
く

と
人
魚
・
は
だ
か
の
王
さ
ま

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

千
住
元
町
二
四
-
一
　

八
八
二
-
二
七
六
五

■
こ
ど
も
映
画
会
　
六
月
二
十
五
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
£
】

時
三
十
分
・
三
二
匹
の
お
隣
り
さ
ん
・
ロ
ケ
'
卜
坊
や

■
生
花
教
室
　
苦
患
七
月
七
日
(
金
)
午
後
一
時
圭
一
蒔
六
十

歳
以
上
の
方

<
各
セ
ン
タ
ー
と
も
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
>

■
中
央
図
書
館

梅
田
七
丁
目
匸
ニ
ー
ー

八
四
〇
-
四
六
四
六

▽
映
画
会
　
毎
週
日
曜
日
午
前
十
一
時
か
ら

館
内
ホ
ー
ル

▽
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
　
毎
週
日
曜
日
正
午
か
ら

▽
第
十
一
回
郷
土
資
料
展
　
六
月
六
日
(
火
)
?
(
月
三
十
一
日
　
(

木
)
ま
で
、
旧
花
畑
村
の
古
資
料
を
も
と
に
し
て
、
花
畑
賢
料
晨

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
千
住
図
書
館

千
住
龍
田
町
七
-
二

営
八
八
一
-
一
九
九
四

7
映
画
会

毎
週
日
雇
日
午
前
十
時
か
ら

■
宮
城
図
書
館
宮
城
】
丁
目
二
七
-
(

九
一
Ξ
-
○
四
六
〇

▽
映
画
会
　
六
月
二
十
四
日
(
土
)

'午
後
二
時
か
ら

第
十
二
出
張

衍
喚
き
窒
こ
て

■
新
田
図
書
館

薪
田
三
丁
目
一
四
-
一

九
一
二
-
一
七
六
七

▽
映
画
会
　
毎
月
第
四
土
曜
日
午
後
二
時
か
ら

▽
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
　
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
正
午
か
ら

■ 区役所の電話882- 1111第二庁舎886- 3165足立福祉事務所888- 3141中部福祉事務所889- 1481東都福祉事務所605- 7101西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

″
な
ご
や
か
で
家
庭
的
な
″

母
子
寮
の
ご
案
内

母
子
寮
は
峨
前
か
ら
あ
り
ま
し
た

か
、昭
和
二
十
三
年
児
童
福
祉
法
が

制
定
さ
れ
て
か
ら
は
、
子
ど
も
の
た

め
の
母
子
寮
と
な
り
、
児
竃
か
心
身

と
も
に
健
や
か
に
青
成
さ
れ
る
よ
う

子
ど
も
中
心
の
設
備
が
と
と
の
え
ら

れ
ま
し
た
。

母
子
寮
は
、一
世
帯
一
部
屋
の
ア

パ
ー
ト
式
で
、
水
道
・
ガ
ス
・
流
し

が
各
部
髦
に
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
寮
畏
、寮
母
、少

年
揩
4
鰔
、保
母
、媾
託

医
等
の
職
員
か
お
り
、

昼
間
、
乳
幼
児
は
母
子

寮
内
の
保
育
窒
で
、
学

童
は
学
習
室

や
閑

庭

で
、
み
ん
な
楽
し
く
す

ご
せ
ま
す
の
で
、
お
母

さ
ん
方
か
掀
き
に
出
て
も
心
配
あ
り

ま
せ
ん
。　

さ
ら
に
寮
の
生
活
は
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
で
い
ま
す
。新
年
会
、ひ
な

祭
り
、入
進
学
祝
い
、子
ど
も
の
日
　
(

写
真
)
、七
夕
ま
つ
り
、ク
リ
ス
マ

ス
、春
秋
の
遠
足
な
ど
、寮
全
体
が

一
家
族
の
よ
う
に
仲
よ
く
レ
ク
リ
ェ

ー
ジ
'
ン
を
楽
し
み
ま
す
。

ま
た
、
お
母
さ
ん
力
の
駲
啣
、
冐

児
そ
の
ほ
か
固
っ
た
こ
と
か
で
き
た

時
は
、
い
つ
で
も
寮
畏
は
じ
め
職
員

が
相
談
相
手
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
母
子
寮
が
、
区
内
に

は
三
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
要
件

に
該
当
す
る
方
は
、
も
よ
り
の
福
祉

事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
、
配
偶
者
の
い
な
い
、
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
事
情
の
あ
る
ご
婦
人
　
　
(

祖
母
・
叔
母
な
ど
を
含
む
)

二
、
十
(
蔵
未
満
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方

三
、
住
居
そ
の
ほ
か
の
こ
と
で
悩
ん

で
い
る
方

た
だ
し
、
入
居
の
賢
用
は
収
入
に

応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　

な
お
、
前
も
っ
て
母
子
寮
を
見
学

し
た
い
方
は
お
近
く
の
母
子
寮
へ
ど

う
ぞ
。母

子
寮
の
所
在
地

定
員
・
電
話
番
号

▽
大
谷
田
母
子
寮
(
公
立
)
大
谷
田

一
丁
目
二
五
上
　

定
員
二
十
世
帯

六
〇
五
-
五
四
〇
一

▽
佐
野
母
子
寮
(
委
託
)
佐
野
町
五

九
五
　
定
員
五
十
世
帯

六
〇
五
-
〇
五
五
二

▽
ふ
き
や
ま
母
子
園
(
私
立
)
小
台

二
丁
目
二
(
-
一
四
　
定
員
二
十
世
帯
　

九
一
一
-
○
九
六
四

″
子
宮
が
ん
″

検
診
の
お
知
ら
せ

一
、
実
施
時
期―
四
十
七
年
八
月
一
　

日
?
三
十
一
日

二
、
対
象―
足
立
区
在
住
。
三
十
歳

以
上
の
婦
人

三
、
申
込
み
方
法―
往
復
(
ガ
キ
に

「
子
宮
が
ん
検
診
申
込
み
」
と
明
　

記
し
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
　

・
竜
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
保
　

健
所
あ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

先
*
順
に
受
付
を
し
、
定
員
に
達

し
ま
し
た
ら
、
締
切
り
ま
す
。

四
、
申
込
み
期
限―
七
月
十
五
日
(
　

消
印
有
効
)

五
、
検
診
場
所―
都
と
契
約
し
た
も

よ
り
の
産
婦
人
科
の
あ
る
病
院
・

診
療
所
・
医
院

六
、
検
診
予
定
人
員―
足
立
保
健
所

管
内
五
〇
〇
人
・
千
住
保
麹
所
管

内
二
〇
〇
人

七
、
申
込
み
先―
足
立
保
洫
房
業
務
　

係
〒
匸
一
〇
(
足
立
区
中
央
本
町
　

一
-
五
圭
二
)
千
住
保
樒
酢
業
務
　

係
〒
匸
一
〇
(
足
立
区
仲
町
七
六
)
(

、
料
金―
無
料

足
立
の

史
話
日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
6
)

―
―
千
佳
河
原
町
そ
の
一―
―

勝
山
準
四
郎

禰
戸
を
過
さ
れ
ば
河
原
町
で
あ
る
。
今
は
店
舗

軒
つ
づ
き
で
、
ど
こ
が
町
境
か
住
ん
で
い
る
人
し

か
わ
か
ら
な
い
。
大
正
期
ま
で
は
、
は
っ
き
り
町

を
仕
切
る
田
甫
道
が
残
っ
て
い
た
。
江
戸
図
で
は

こ
こ
を
「
河
原
縄
手
長
さ
百
弐
拾
"
幅
五
間
」
と

明
記
し
て
あ
る
。
(
注
。
縄
手
は
田
の
閭
の
真
直

な
道
を
言
う
。
眼
と
も
書
く
。
)

)
　
そ
し
て
こ
の
河
原
縄
手
は
、
な
か
な
か
厄
介
な

所
の
よ
う
で
、
洪
水
大
雨
の
度
に
く
ず
れ
落
ち
、

ま
た
大
潮
で
も
道
の
上
ま
で
冠
水
し
て
く
ず
れ
る

と
い
う
仕
末
。
そ
の
都
度
町
費
で
修
理
工
事
を
分

担
し
て
い
た
千
住
襦
中
の
名
主
、
村
役
人
も
た
ま

り
か
ね
て
か
、
ぜ
ひ
幕
府
持
の
賢
用
で
工
事
を
し

て
も
ら
い
た
い
と
の
歎
願
S
を
宝
暦
七
年
六
月
に

代
官
所
へ
出
し
て
い
る
程
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
も
聞
き
と
ど
け
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ

る
。こ

の
頃
の
図
に
よ
る
と
、
こ
の
梅
手
に
は
水
路

か
二
か
所
あ
っ
て
石
橋
が
か
か
っ
て
い
た
が
、
明

治
も
終
り
に
近
い
四
十
二
年
六
月
、
こ
の
水
路
を

一
つ
に
し
て
欄
干
付
の
立
派
な
木
橋
に
か
け
変
え

た
。
そ
れ
を
新
開
橋
と
言
う
。
今
の
国
道
と
旧
道

の
分
岐
点
の
辺
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
橋
も
大
正
十
二
年
か
ら
十
五
年
に

か
け
て
の
新
国
道
(
現
四
号
線
)
建
設
工
事
に
よ
っ

て
水
路
は
埋
立
て
ら
れ
、
橋
も
と
り
除
か
れ
た
。

十
数
年
の
寿
命
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
そ
の

名
称
だ
け
は
し
ぱ
ら
く
の
関
バ
ス
停
の
名
に
残
っ

て
い
た
。

河
原
町
は
既
述
の
よ
う
に
橋
戸
町
と
と
も
に
禅

懿
宿
の
堤
外
地
に
扱
わ
れ
て
い
た
が
、
町
並
の
発

展
と
と
も
に
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
永
野
政
重

の
「
旧
考
録
」
「
掃
都
宿
」
の
項
に
も
「
堤
(
掃
部

堤
)
外
へ
は
竹
垣
贇
(
す
)
の
子
芦
豊
な
ど
に
て

小
家
を
作
り
、
青
吻
川
魚
又
は
紿
菓
子
な
ど
売
り

且
つ
は
掛
茶
屋
も
こ
れ
有
、
宿
並
同
様
の
成
り
行

き
、
正
保
三
丙
戌
年
(
一
六
四
六
)
よ
り
堤
外
川

原
地
へ
本
家
作
も
出
来
い
た
し
、
家
並
結
構
の
場

所
と
に
相
成
り
俟
」
と
そ
の
発
展
ぷ
り
を
記
し
て

い
る
。
ま
た
事
保
十
九
年
(
一
七
三
四
)
の
千
住

宿
古
図
に
は
、
東
側
表
通
り
に
十
六
軒
、
西
側
表

通
り
十
四
軒
、
計
三
十
軒
の
本
百
姓
宅
地
が
書
上

げ
ら
れ
、
西
側
中
程
に
名
主
伝
蔵
の
屋
敷
も
明
示

し
て
あ
る
。
そ
れ
か
ら
百
二
十
年
後
の
安
政
元
年
　
(

一
(
五
四
)
千
住
宿
W
上
帳
で
は
い
よ
い
よ
は

っ
き
り
し
て
、
「
(
前
略
)
宿
内
河
原
町
の
儀
往

還
な
ら
ぴ
町
方
に
て
、
往
古
畑
地
所
迫
々
屋
敷
に

起
き
立
ち
、
享
保
中
ま
で
に
凡
そ
町
長
さ
二
町
余

り
、
家
作
建
ち
続
き
宿
並
定
市
場
に
相
成
り
侠
　
(

後
略
)
」
と
そ
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。
そ
し

て
本
百
姓
六
十
三
軒
に
、
千
住
宿
の
宿
場
分
担
の

一
都
人
足
六
人
分
を
賦
課
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後

に
詳
述
す
る
が
、
千
住
宿
は
公
用
と
し
て
毎
日
馬

五
十
疋
人
足
五
十
人
を
常
備
す
る
義
務
が
あ
っ
た

の
で
、
こ
れ
を
各
町
に
割
当
て
て
用
を
足
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
の
割
当
て
は
現
物
納
付
で
な
く

金
納
で
、
人
足
一
人
は
金
貨
一
両
一
分
で
あ
っ
た

か
ら
、
六
人
分
は
七
両
二
分
(
六
両
六
分
)
に
当

た
る
。

し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も
河
原
町
の
歴
史
は
青

物
市
場
(
や
っ
ち
や
場
)
の
発
展
が
軸
を
な
し
て

い
る
。
(
こ
の
項
つ
づ
く
)

明治33年の新開橋

今
年
こ
そ
水
泳
を
覚
え
よ
う

初
心
者
水
泳
講
習
会

区
教
育
委
貝
会
で
は
、
水
難
事
故

の
防
止
や
健
康
の
増
進
に
も
役
立
つ

初
心
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
水

に
慣
れ
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
の
で

こ
と
し
こ
そ
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た

い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
間
(
第
一
次
)―
七
月
十
七
日
?

二
十
一
日
の
五
日
閧
(
第
二
次
)―
(

月
七
日
?
十
一
日
の
五
日
間
　

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
六
時
三
十

分
?
(
時
三
十
分

場
所―
足
立
区
体
育
館
プ
ー
ル
(
中

央
本
町
一
丁
目
一
七
一
二
)

参
加
資
格
―
足
立
区
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
(
高
校
生
以
上
)
で
、全
く

泳
け
な
い
方

申
込
み
先
―
教
育
委
員
会
体
育
課
(

足
立
区
千
住
一
丁
目
五
〇
)
定
員
百

名
に
な
り
し
だ
い
締
切
り

申
込
み
方
法
―
往
復
は
が
き
、ま
た

は
係
に
備
え
つ
け
の
用
紙
に
、
氏
名

・
住
所
・
年
齢
・
職
業
・
一
話
と
、

第
一
次
か
第
二
次
の
別
を
配
入
の
上

郵
送
か
直
接
窓
口
へ

料
金
は
無
料

く
わ
し
く
は
、
区

教
育
委
員
会
体
育
課
へ
ど
う
ぞ
。

区営プール
まもなくオープン

カ
ー

の
季
節
、

夏
か
や
っ
て
来
ま
し

た
。
七
月
一
日
に
、

区
営
プ
ー
ル
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

料
金
―
い
ず
れ
も

一
時
間
お
と
な
二
十

円
、
こ
ど
も
十
円

開
設
時
間
―
体
育

館
プ
ー
ル
が
午
前
九

時
?
午
後
四
時
三
十

分
(
日
曜
は
六
時
ま
で
)
、ほ
か
の

プ
ー
ル
は
午
前
九
時
?
午
後
六
時

▽
体
育
館
プ
ー
ル
　
中
央
本
町
】丁

目
一
七
-
二
　
(
【六
-
六
〇
一
三

▽
千
住
公
聞
プ
ー
ル
　
千
住
大
川
町

三
五
-
】(
(
(
上
(
九
ハ
ニ

▽
千
住
旭
公
園
プ
ー
ル
　
千
住
旭
町

三
〇
-
一
　
八
(
(
-
九
六
八
一

▽
中
郷
公
園
プ
ー
ル
　
西
新
井
一
丁

目
二
九
上
五
　
(
九
〇
-
三
三

五
一

▽
大
谷
田
南
公
園
プ
ー
ル
　
中
川
四

丁
目
四
ニ
ー
一
　
一
(
O
五
-
五
〇
六
九

交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に

交
通
安
全
指
導
の
手
引
を
発
行

区
教
育
委
貝
会
と
区
児
童
生
徒
催

全
生
活
指
導
委
貝
会
で
は
、こ
の
か

ぴ
「交
通
安
全
指
導
の
手
引
」を
贔

行
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、各
小
学
一

の
先
生
方
に
配
布
し
、児
竃
生
徒
{

安
全
指
導
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

こ
と
し
も
相
変
ら
ず
、悲
惨
な
交
通

事
故
か
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。交
通

事
故
を
な
く
す
に
は
、交
通
施
設
対

策
と
と
も
に
、区
民
の
み
な
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
、ど
う
し
た
ら
事
故
を

な
く
せ
る
か
考
え
実
行
す
る
こ
と
が

必
要
で
す

。
ご
家
庭
や
職
場
で
も
交

通
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

郵便箱の
取 り 付 け を

郵
便
箱
が
取
り
付
け

ら
れ
て
い
な
い
と
、郵

便
物
や
区
で
発
行
す
る

「
わ
た
し
の
便
利
帳
」

の
配
達
の
際
、
や
む
な

く
店
先
ヘ
ー
い
た
り
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
や
玄
関
の

す
き
閧
な
と
か
ら
き
し

込
ん
だ
り
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
配
達

後
、
雨
で
ぬ
れ
て
汚
れ

た
り
、
風
に
と
ば
さ
れ

た
り
な
ど
し
て
紛
失
し

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た

不
安
が
残
り
、
心
配
の
な
い
安
全
な

配
達
場
所
を
さ
が
す
の
に
大
変
苦
労

し
て
い
ま
す
。

郵
便
箱
は
郵
便
物
を
風
雨
な
ど
か

ら
保
鍵
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
配
達

鳩
所
を
明
確
に
す
る
い
わ
ぱ
灯
台
の

よ
う
な
大
切
な
役
割
り
を
し
て
い
ま

す
。
郵
便
箱
を
取
り
付
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
郵
便
物
の
誤
配
達
を
防
止

す
る
こ
と
が
で
き
、
配
達
作
業
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
も
大
い
に
役
立
ち
ま

す
の
で
、
ま
だ
、
取
り
付
け
し
て
い

な
い
ご
家
庭
は
、
こ
の
際
、
ぜ
ひ
恥

り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

掲

示

板

■
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

―
今
秋
開
催
―

区
観
光
協
会
で
は
、今
秋
(
十
月

の
予
定
)
、区
内
観
光
地
・
名
所
・

史
跡
な
ど
を
対
象
と
し
た
、
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

区
内
に
住
ん
で
い
る
方
(
在
勤
・

在
学
を
含
む
)
な
ら
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
の
で
、今
か
ら
串
備
を
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
足
立
区
観
光
協

会
事
男
局
(
区
役
所
経
済
課
内
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
福
祉
年
金
の
定
時
届

六
月
三
十
日
ま
で
に

福
祉
年
金
(
老
齢
・
障
害
・
母
子
)

の
五
月
期
の
支
払
い
を
受
け
て
、
ま

だ
定
時
届
を
し
て
い
な
い
方
は
、
年

金
証
書
・
印
か
ん
を
お
持
ち
の

う

え
、
六
月
三
十
日
ま
で
に
、
区
役
所

二
階
年
金
課
ま
た
は
所
管
の
出
張
所

へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
間
内
に
届
け
出
が
な
い

鳩
合
は
、
九
月
期
の
支
払
い
が
お
く

れ
ま
す
。

■
足
立
区
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
大
会

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
「
足

立
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
福
祉
施
設

な
ど
に
対
し
、
奉
仕
活
動
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
ク
ラ
ブ
員

の
発
表
会
を
か
ね
て
、次
の
と
お
り
、

会
員
の
方
と
社
会
奉
仕
に
関
心
を
お

持
ち
の
方
に
よ
る
「
足
立
区
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
大
会
」
を
開
き
ま
す
。
ど
な

た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
一
七
月
二

‘ 日
(
日
)
正
午
か
　

ら

場
所
-
区
文
化
会
館

■
家
屋
調
査
に

ご
協
力
を

都
税
事
穆
所
で
は
、た
だ
今
家
屋

調
台
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、国
定
資
産
税
や
不

動
産
取
碍
税
を
算
出
す
る
も
と
と
な

る
家
屋
の
価
格
を
き
め
る
た
め
の
も

の
で
す
。新
(
増
)
築
ぱ
か
り
で
な

く
ほ
か
の
家
屋
に
つ
い
て
も
、一
軒

ご
と
に
改
築
な
ど
異
動
の
有
無
を
調

査
し
ま
す
。　

ま
た
、建
吻
の
構
造
、内
都
の
造

作
な
ど
、使
用
材
料
や
程
度
を
調
べ

る
た
め
に
、家
の
中
へ
入
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、そ
の
際
に
は
、み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
(

注
)
飼
査
員
は
、固
定
資
産
税
評

価
補
助
皿
証
を
必
ず
携
帯
し
て
い
ま

す
。■

成
人
学
校

(
第
四
十
四
回
)

区
教
青
委
員
会
で
は
、次
の
と
お

り
成
人
学
校
を
闘
校
し
ま
す
。一
道

や
易
学
、盆
景
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
―
七
月
二
十
五
日
―
(
月
三
十

一
日
の
毎
週
火
・
木
曜
日
/
午
後
六

時
～
(
時

書
道
―
文
字
学
習
法
/
各
種
一
体
の

の
実
習
/
観
貫
な
ど
易
学
/
易
学

入
門
盆
景
―
大
山
流
盆
景

場
所
―
足
立
区
青
年
館
(
東
武
練
大

師
前
駅
下
車
)

受
講
資
格
―
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
み
先
―
区
教
青
委
員
会
文
化
係

へ
、
各
科
目
と
も
定
員
五
十
名
に
な

り
し
だ
い
締
切
り
。受
講
料
は
無
料

。

七
月
六
日
よ
り
受
付
け
ま
す
。

※
一
定
期
間
(
三
分
の
二
以
上
)

出
席
者
こ
味
了
征
を
呪
4
し
ま
す
。

■
愛
の
献
血
を

七
月
の
移
動
採
血
車
日
程

▽
五
日
(
水
)
花
畑
小
学
校

▽
十
二
日
(
水
)
区
役
所
第
二
庁
舎

▽
十
七
日
(
月
)
大
谷
田
小
学
校

▽
二
十
六
日
(
水
)
鹿
浜
小
学
校

▽
三
十
一
日
(
月
)
北
千
住
駅
西
口
　

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。

■
中
小
企
業
勤
労
者

卓

球
大

会

足
立
動
労
福
祉
会
館
で
は
次
の
と

お
り
、中
小
企
業
勤
労
者
卓
球
大
会

を
行
な
い
ま
す
。上
位
入
賞
者
(
一
～

三
位
)
は
中
央
大
会
に
出
場
で
き

ま
す
の
で
、ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
―
七
月
二
日
(
日
)
午
前
十

時
～
午
後
四
　
時
場
所
―
東
京
都
足

立
動
労
福
祉
会
館
・
卓
球
室
(
区
体

青
館
隣
り
)
　
参
加
資
格
―
区
内
在

住
・
在
動
(
中
小
企
業
に
動
め
て
い

る
)
の
方
　
ク
ラ
ス
別
―
①
男
子
二

十
歳
以
上
　
②
男
子
十
九
歳
以
下

③
女
子
(
年
齢
別
な
し
)
　
申
込
み
方

法
―
(
月
二
十
六
日
(
月
)
ま
で

に
、直
接
会
館
事
務
室
か
、ま
た
ほ

電
話
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、東
`

都
足
立
動
労
福
祉
会
館
(
足
立
区
一

央
本
町
一
上
七
上
)
　
(
四
(

-
二
五
二
五
?
七

■
パ
ー
ト
の

職
業
相
談

足
立
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、次

の
と
お
り
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
出
張

職
葉
相
駁
を
行
な
い
ま
す
。

日
時
―
(
月
二
十
二
日
(
木
)
午

後
一
時
～
四
時
　
場
所
―
区
役
所
第

二
庁
舎
(
東
武
纏
梅
鳥
駅
下
車
)
　

相
談
内
容
―
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
雇
用

と
求
職
相
岐

囗
特
別
区
民
税
'

囗
都
民

税

(
個
人
分
)

(
第
一
期
分
)

6
月
3
0
日
が
納
期
限
で
す

″
サ
ギ
に
ご
注
意
″

最
近
、
区
役
所
福
祉
課
の
職
員
と

称
し
、
毛
布
を
わ
け
る
か
ら
と
い
・
つ

こ
と
で
金
品
を
だ
ま
し
と
っ
て
い
る

人
が
い
ま
す
の
で
ご
注
憲
く

だ
さ

い
。
区
役
所
の
職
輿
が
物
を
売
っ
て

歩
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
ご
不
審
の
点
か
あ
り
ま
し

た
ら
、
身
分
証
明
一
の
提
示
を
お
求

め
く
だ
さ
い
。

困ったときは

民生(児童)委員に
民
生
(
児
童
)

委
員
は
。
福
祉

行
政
の
協
力
機

関
で
す
。
生
活

保
護
・
心
身
障

害
者
・
老
人
や

児
童
な
ど
で
。

お
困
り
の
方
は

近
く
の
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ

い
。
(
敬
称
略
)

第3地区民生委員名簿　―その1―　　
第3 地 区 定 員80 名

出張所　　　氏 名　　　　　住 所　　　　　　電 話
第6　大野松江' 　梅田1- 22- 17　886- 7630
"　栗原登美子　足立1- 22- 6　886- 3455
"　宇田川すり　丶〃1- 35- 13　886- 2878
"　宮部キミ子　〃2- 20- 2　886- 2739
"　吉田好照　　〃2- 48- 13　887- 0456
"　福田きく江　〃3- 6- 9　886- 7941
"　檎爪きよの　f t 3- 26- 19　886- 2291
"　石垣その　　〃3- 31一3　889- 0840
"　森たね　　　〃4- 16一1　887- 0689
"　児玉八十路　〃4- 26- 14　886- 3475
"　高橋喜平次　〃4- 39- 16　889- 0849
"　山内てつせ　中火本町2- 21- 24　886- 2936
"　大森信之助　梅Ⅲ1- 16- 4　886- 0288

第10　大出昇　　関原2- 1- 5　887- 1496
"　　阿川スミ　〃2- 13- 15　886- 6517
"　　根本政寿　梅田町350　886- 7970
"　　山本芳蔵　梅田2- 11- 16　886- 3393
"　　大塚てる　〃3- 17- 13　887- 5162
"　　鈴木なを　f t 3- 21- 21　886- 7449
"　　古檎芳野　〃4- 26- 3　886- 3312
"　　松崎順赫　〃4- 15- 30　886- 7378
"　　寺内トシ　〃4- 28- 3　889- 0124
"　　堀口貞雄　〃4- 33- 9　886- 7078
"　　志村国太郎　〃4- 39- 27　889- 5833
"　　武田健一郎　〃5- 10- 4　886- 3856
"　　黒田俊二　〃5- 14- 12　886- 2423
"　　木本多作　〃6- 12- 11　886- 4073
"　　三谷僧吉　〃6- 18- 3　886- 7931
f 　　宦蜉忿孑　〃6- 25- 16　886- 7379

■ 郵便番号は正しくはっきりと■ 郵便番号簿は、無料で配布しています(郵便局) Y, 200, 00

0


